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 要  旨 
越塚らによって提唱されたMPS(Moving Particle Semi-implicit)法は,流体を
物理量をもった粒子の集合としてあらわし,各粒子間の相互作用によって流れ場
を決定する粒子法と呼ばれる手法の一つで,粒子間に独自の相互作用モデルを持
たせ、その運動を半陰解アルゴリズムを用いて解くことに由来している.自由表
面のような流体の大変形問題を再現することに適している手法とされ,そのよう
な流れ場の計算が多く行われているが,定量的な流体力を測定した例は壁にかか
る衝撃圧によるものなどごく少数である. 
そこで本研究では,MPS法による物体周りの流体力の定量的な計測を目指し,自
由表面下で運動するブラフボディを対象として物体に作用する流体力と自由表
面の影響について解析を行った. 
まず１、2章でMPS法を用いる背景と使用する記号について述べ,3章において
MPS法の概要とそのアルゴリズムについて説明する.次に4章で静水圧の計算によ
り,作成したMPS法の計算コードを検証した.５章ではMPS法を用いて自由表面下
におかれた角柱を,自由表面から物体の中心までの距離hを物体の一辺Dで無次元
化した没水深度h/Dを変化させて一定速度で移動させる計算を行い,既存の実験
(前田ら,1990)との比較を行った.さらに,その物理的構造を明らかにするために
流れ場の可視化を行って, 流体力と流れ場の関係を調べた. 
結果として、h/D≧1.75において水平・垂直方向にかかる物体周りの時間平均
流体力について定性・定量ともにほぼ実験と一致した.さらにベクトルの可視化
結果から物体周りの流れ場についても実験と同様の傾向を示していると考えら
れ,MPS法による流体力の推定および流れ場の再現が示された.しかしh/D<1.75
においては,物体に対して垂直方向の流体力が実験値と異なる結果がみられ,こ
れ以下の没水深度における流体力の推定は手法上の限界であると考えられ,MPS
法の適用についての知見を得ることができた. 
 
